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２０２４年（令和６年）２月２５日 (日) 雨 第２７９０回（ 当年度第２４回 ） 例会  
東尾張分区インターシティ・ミーティング（ヒルトン名古屋） 

            

点 鐘    東尾張分区ガバナー補佐  津坂 守英様 

司 会          名古屋城北ＲＣ   花井 善崇様 

                          安藤 枝穂様 

国歌斉唱                      「君が代」 

ロータリーソング斉唱            「奉仕の理想」 

開会のことば        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＩＭ実行委員長 竹内 淑江様 

皆様、こんにちは。名古屋城北ロータリークラブ IM

実行委員長の竹内淑江でございます。 

本日は、酒井法丈ガバナーをはじめ、地区関係者の

皆様、加藤陽一パストガバナー、伊藤靖祐パストガバ

ナー、他地区からも 2 名様、そして東尾張分区会員の

多数の皆々様にご登録ご参加頂きまして、誠にありが

とうございます。お天気もあまりよろしくない中ではござ

いましたが、皆様にこうしてお会い出来ました事に感謝

申し上げます。 

さて今年度、名古屋城北ロータリークラブは 

 

『温故知新』～原点を見つめ 未来に羽ばたく～ 

 

をテーマとしてインターシティ・ミーティングを開催させて

頂きました。 

進化し続けるすべてのもの、それらは決してロータリ

ーの中だけではなく、私達を取り巻くすべての社会・環

境でも同じことが言えるわけです。古き良き時代を振り

返りそしてそれらを進化させ、いかに活用していくか。 

例えば本日の私の装いは、日本古来の着物の文化

がやがて活動的な女性の装いとして明治、大正時代に

袴を身に着けるという、一見男性社会だけでの袴と思

われていたものが進化していったものです。進化したも

のを活用する。それはその時代その時代をそれぞれ生

き抜くために工夫をし、進化したものが活用されるので

はないでしょうか。 

本日、式典のあとでの基調講演で東京広尾ロータリ

ークラブ所属のパストガバナー 服部陽子様から「これ

からのロータリー」と言う演題でお話を頂きます。ロータ

リアンにとって、とても楽しみな内容なのではないかと

思っています。 

本日ここにご出席していただいた皆様にとって実の

あるインターシティ・ミーティングとなるよう、精一杯のお

もてなしを、アットホーム感一杯の名古屋城北ロータリ

ークラブがしっかりとホストとして勤めたいと思っていま

す。 
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それでは只今よりここに２０２３-２４年度国際ロータリ

ー第２７６０地区東尾張分区インターシティ・ミーティン

グを開会致します。 

 

歓迎のことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ホストクラブ会長 山田 恭敬様 

皆さんこんにちは。今回ホストクラブを務めさせてい

ただきます、名古屋城北ロータリークラブ 会長の山田

でございます。 

本日は東尾張分区津坂ガバナー補佐の指導の下、

東尾張分区インターシティ・ミーティングを開催するにあ

たり、酒井ガバナーはじめパストガバナーの皆様並び

に歴代ガバナー補佐の皆様、そして分区内各クラブの

皆様に於かれましては、多数のご参加をいただき誠に

ありがとうございます。心から御礼申し上げます。 

さて、本日は国際ロータリー第２７５０地区パストガバ

ナーでいらっしゃいます、東京広尾ロータリークラブの

服部陽子様に基調講演をいただきます。服部パストガ

バナーは、国内のみならずＲＩにおいても大変ご活躍さ

れ、ご多忙中にも拘らず本日のＩＭ基調講演をお引き受

け頂き、感謝の気持ちでいっぱいです。 

本日のＩＭのテーマは「温故知新」です。そして服部

パストガバナーの演題は「これからのロータリー」です。

解りやすい言葉の中に、これからのロータリアンのあり

方をも問う深い意味を持ったテーマだと考えます。基調

講演の中より、多くのことを学ばせて頂く気持ちでこの

場に臨みたいと思います。 

ＩＭは近隣クラブ間並びに会員相互の情報交換と親

睦を目的とします。 

私たち名古屋城北ロータリークラブ一同はホストクラ

ブとして、本日ここにご参集の皆様が少しでもその目的

達成に近づけるようお手伝いをさせて頂きます。 

設営・運営につきましては不手際、失礼があろうかと

は存じますが、ロータリーの友情に免じてお許し頂けれ

ばと思います。 

最後に、本日ご来会頂きました皆様に改めて感謝申

し上げましてご挨拶とさせていただきます。 

 

東尾張分区ガバナー補佐挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    東尾張分区ガバナー補佐 津坂 守英様 

酒井ガバナーをはじめ特別出席者の来賓の方々、

そして東尾張分区全クラブのロータリアンの皆様、本日

はお忙しい中、東尾張分区インターシティ・ミーティングＩ

Ｍにご出席いただき感謝致します。今回のＩＭテーマは

「温故知新」、サブテーマは「原点を見つめ未来に羽ば

たく」としました。 

私にとっての原点は、ロータリー章典の中にあります。

１９２３年の社会奉仕に関する声明がそれであり、１００

年前に生きたロータリアン達の、ロータリーを立派な組

織にしたいと言う熱意がそこに息づいています。 

その中に二つの標語が掲げられています。ひとつが

“Service Above Self”いわゆる「超我の奉仕」。 

もうひとつが“One profits most who serves best.”

この訳文は「最もよく奉仕する者最も多く報われる」で

す。皆さんが特に馴染みある標語ではないでしょうか。 

でもこの訳文は原文を忠実に翻訳してはいません。

Profits は利益を得る、恩恵を得るという意味であり、こ

れを受け身の表現で「報われる」と意訳しています。他

国の文化をそのまま受け入れるのではなく日本人の心

情に沿うように、原文とは異なる表現にしたことで日本

のロータリアンの心を捉えました。ここにロータリーの様

々な変化に対応すべきヒントが隠されています。 

意訳された標語はこう訴えています。恩恵を得ること

を求めず、先んじて奉仕を、良きことを率先して行動し

なさい、そうすれば自分自身にも何等かの形で恩恵が

後からやってきますよと、そう訴えています。変化に迷

い戸惑いがあるときはまずこの原点に立ち戻り、自身

の方向性を確認すべきではないでしょうか。 

ただし原点はしっかりと心に留めながらも、未来に目

を向け行動し続けなければなりません。その趣旨のも

と、本日は第２７５０地区服部陽子パストガバナーに「こ

れからのロータリー」と題して基調講演をしていただき

ます。皆様にとって有意義な時をお過ごしいただけるよ

う祈念しています。 

そしてもうひとつ私には原点、原則があります。それ

はロータリーを楽しむことです。本日は我が名古屋城
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北ロータリークラブ全メンバーが誠心誠意の精神で、皆

様をお迎えしています。今回のインターシティ・ミーティ

ングを存分にお楽しみ頂ければと、切に願っておりま

す。 

 

ガバナー挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第２７６０地区ガバナー 酒井法丈様 

２０２３－２４年度国際ロータリー第２７６０地区東尾

張分区インターシティ・ミーティングが、津坂守英ガバナ

ー補佐の指導のもと、この様に盛大に開催されます事、

心よりお祝い申し上げます。 

東尾張分区１２クラブ４１８名の会員（２０２３年１２月

末時点）がクラブの枠を超え都市間交流という形で集

えること、重ね重ねのお祝いと、津坂ガバナー補佐の

ご尽力に対し感謝申し上げます。 

本年度、国際ロータリー会長、ゴードンＲ．マッキナリ

ー氏は「世界に希望を生み出そう」のテーマを掲げ、地

区方針では「培おうプライド、育もうブランド、そして未

来へ！！」とさせていただきました。 

コロナ禍での３年間、我々を取り巻く環境や文化が

大きく様変わりしてしまいました。決して我々が望んだ

姿ではありません。コロナが５類に移行し、人と人との

関わりの制限が解除された今だからこそ、ロータリーを

見つめ直す必要があるのではないでしょうか。 

どのクラブも「クラブの活性化」に苦慮していると伺っ

ています。活性化に近道はないかも知れませんが、ま

ずは人と人との関わりが大切ではないでしょうか、その

一つの機会がこのＩＭであると考え、多くの会員が集い、

意義あるＩＭである事を願う次第です。 

常々、ロータリーの形、組織とは何なのかと考えると、

波紋の様なものではないかと思います。 

石を池に投げると落ちた地点から波紋が広がってい

きます。まさしくこの広がりがロータリーではないかと考

えます。その波紋の中心がロータリー会員ひとり一人

なのです。波紋がクラブ、分区、地区、世界と広がって

いくのです。大きな力が働けば大きな波紋となり、小さ

な力では大きな波紋にはなりません。先ほどの活性化

させるという事は、クラブが主体ではなく、ロータリー会

員ひとり一人にかかっているという事ではないでしょう

か。是非とも、このＩＭが会員ひとり一人にとって有意義

な時間となることを期待させていただきます。 

最後にこのＩＭのホストを務めていただいた名古屋城

北ロータリークラブの皆様に感謝申し上げ、お祝いの

言葉とさせていただきます。 

 

次期東尾張分区ガバナー補佐挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期東尾張分区ガバナー補佐 日野 典子様 
２０２４－２５年度の東尾張分区のガバナー補佐を務

めさせていただきます愛知長久手ロータリークラブの日
野典子です。 

次年度のＲＩのテーマはロータリーのマジックです。そ
してＲＩの会長アーチック氏は女性です。私も女性なの
でとても好感が持てます。 

アーチック会長は世界で地域社会でそして自分自身
の為に持続可能でより良い変化を生むために人々が
手を取り合って行動する世界を目指します。 

この意味はロータリーが今まで培った素晴らしい１０
０年を次の１００年に向けて持続可能で成長していくべ
き姿を示している言葉です。 

そうなるとＤＥＩで会員増強を進めて行かなくてはなり
ません。 

ＤＥＩは多様性・公平性・インクルージョンです。今こそ
ロータリーの会員に相応しい方だけで無くていろんな方
を寛容に迎えましょう。 

今までの古い慣習を少しずつ変えても行きたいと思
います。それを皆さんで進めて行くと必ずその向こうに
新しいロータリークラブが見えてくるのではないでしょう
か。 

そんな姿に変化して行ける２７６０地区にしたいで
す。 

そこには皆さんの協力が必須です。この１年頑張り
ますのでどうぞよろしくお願い致します。 
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次期ホストクラブ会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知長久手ロータリークラブ会長 伊藤 広治様 

皆さんこんにちは。次年度のインターシティ・ミーティ

ングをホストさせていただきます愛知長久手ロータリー

クラブ今年度会長の伊藤と申します。２０２４－２５年度Ｉ

Ｍの実行委員長でもあります。 

本日は津坂ガバナー補佐をはじめ山田会長、そして

竹内実行委員長と共に名古屋城北クラブがかくも盛大

にこのインターシティ・ミーティングを開催され、こうして

１２ＲＣの皆様方とお会いできることに感謝申し上げま

す。 

我々愛知長久手ロータリークラブも次年度に向け今

年度のインターシティ・ミーティングを観察し学び次年度

に繋げようと緊張した面持ちで参加させていただいてお

ります。 

 このインターシティ・ミーティングのテーマ「温故知

新」は私も座右の銘とさせて頂くほど大切な言葉であり

ます。全てが新しく目まぐるしく変化していく昨今、ロー

タリーも変革の時期を迎え時代の流れに合わせて試行

錯誤を繰り返していますが、歴史を振り返り本質を確認

しなければ唯々流されて失ってしまうことが増えていき

ます。 

この会場にも私が２０年前に入会した当時にお世話

になった先輩の変わりないお姿やはじめてお見掛けす

る若々しく活力ある会員のお顔を多数拝見することが

できます。 

このロータリーという同じ理念を持った東尾張分区と

いう地域の繋がりと親睦が変わらず紡がれていくことを

このインターシティ・ミーティングで感じることができま

す。 

これからのプログラム、名古屋城北ロータリークラブ

らしい明るく楽しい時間を過ごさせていただけると思い

楽しみにしております。 

 

閉会のことば      ＩＭ実行委員長  竹内 淑江様 

式典の閉会にあたりまして一言ご挨拶申し上げま

す。 

本日お集りの皆様、そして各クラブの事務局の皆様、

ホテルスタッフの皆様のお力をお借りいたしまして２０２

３－２４年度国際ロータリー第２７６０地区東尾張分区イ

ンターシティ・ミーティング式典を滞りなく終了すること

が出来ました。誠にありがとうございました。 

次年度のホストクラブ、愛知長久手ロータリークラブ

様にバトンをしっかりとお渡しさせて頂きます。 

引き続きまして基調講演・懇親会へと移らせて頂きま

す。基調講演では「これからのロータリー」について、服

部陽子様よりお話を伺います。現在、そして今後のロー

タリーの進化と共に私たちが今出来る事を改めて確か

めていきたいと思っています。 

これを持ちまして２０２３－２４年度国際ロータリー第

２７６０地区東尾張分区インターンシティミーティング式

典を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告  

会員数 出席者数 欠席者数   出席率 

４８名 ４８名   ０名 １００％ 

 
ニコボックス 
〇本日の東尾張分区 IＭ 

津坂ガバナー補佐をはじめ各クラブの皆様、お世話
になります。楽しみにしております。 

富田 清孝、波多野 智章、木本 寛、三輪 慎一郎君 
〇国際ロータリー第２７６０地区 

２０２３－２４年度 東尾張分区ＩＭ 
本日、よろしくお願い致します。 
岩井 正彦、古田 嘉且、冨永 典夫、杉浦 賢二 
堀尾 庄一、沢田 昌久、片平 博己、岩田 静夫 
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長瀬 晴義、南村 朋幸、波多野 智章、中村 耕司 
尾関 育良、永田 広光、岩田 進市、近藤 道麿 
伊藤 かね子、田中 健、林 庸介       各君 

 
記念講演       「これからのロータリー」 
講師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
国際ロータリー第２７５０地区 ２０１８－１９年度ガバナー  

  服部 陽子様 
 

ちょうど二日前の２月２３日、ロータリーは１１９回目
の誕生日を迎えました。 
 

さて、１９０５年に生まれた時はたった１つであったロ
ータリーですが、瞬く間に大変な発展を遂げました。 
 

２０年後    クラブ数 約２，０００ 
      会員数  約１１０，０００人 
 

その発展の陰には、ポールハリスをはじめとする当
時の会員がそれは熱心にロータリーの素晴らしさを語
っていたということがあります。ロータリーのような素晴
らしい組織はない、自分がその一員で心から満足して
いて、自分の周囲の人たちにもこの満足を味わってほ
しいと願った、それで熱心に語ったわけです。 
 

その後もロータリーは発展を続けてきて、１９９０年代
までは右肩上がりに会員数、クラブ数も増えていきまし
た。日本の会員数も１９９６年に約１３万人と大変多くな
りましたし、世界はこの時１２０万人でした。 

しかし、ここから日本の会員数は下降線をたどり始
めて、現在は８３，０００人程になっている。世界はここ
からほとんど１２０万人台となっています。 

と言っても１２０万人の国別のシェアは大きく変わっ
ていて、かつては大半を占めていたアメリカ、ヨーロッ
パは激減し、インド、台湾、韓国と言ったアジアの国が
大きく伸びています。 

どんな組織も長く続いていくためには、変化を続けて
いかなければならないわけですが、ロータリーに於いて
の、特に日本のロータリーにおいての変化の速度は大
変ゆっくりしているのではないかと感じます。女性会員
の比率を考えてみても、例えば、オリンピックはスタート
した１８９６年のアテネオリンピックでは女性の選手はい
なかった、その後１９２４年のパリ大会で初めて女性が
登場、前回の東京オリンピックでは、女性選手の比率
は４９％だったそうです。スタートして、１２５年で約半分
は女性、日本のロータリーは１００周年を迎えて３年が
過ぎましたが、いまだ７％代です。 

ロータリーの将来を考えるとわたしたちは今、真剣に

変化に取り組まなければならないと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 １９４５年２月のロータリアン誌ですから、第二次世界
大戦が終わろうとしている頃で、世界は混沌としていた
時代だったわけですが、その中にあってパイオニアとな
る、ロータリーはどんな時代にも変化を続けていくのだ
ということをポールハリスはこの頃から訴えていたわけ
です。 
 

津坂ガバナー補佐はインターシティ・ミーティングの
テーマを、 
 

温故知新、「原点を見つめ、未来に羽ばたく！」  
原点を大事にしつつ、時代に柔軟に対応した変化を

起こし、未来につなげていく。 
 
とされています。私は、ロータリーで変化という言葉を
聞く時、いつも思い出すのが、自分がガバナーエレクト
として出席した国際協議会で聞いた言葉です。 
 
When the winds of change blow, some people build
walls and others build windmills. 
 

変化の風が吹く時、防壁を立てる人もあれば、風車
を作る人もある。 

この言葉を聞いたとき、せっかくの風に乗って、風車
を大きく回したいものだと思ったのを思い出しますが、
私たちが変化の風に対して、防壁を立ててしまいたくな
ることはないでしょうか。それはどうしてなのでしょう
か？ 

 
それは、こう考えるからだと思います。 
長い年月をかけて培ってきた大切なものを失いはし

ないだろうか？ 
又、変化ではなく、別ものになってしまうのではない

だろうか？ 
 
だから、変化を起こすときには、まず大事なものを確

認する、そしてそれを守り通す、ことが大切です。 
原点を大事にするとはまさにこのことです。 
そうでないと、羽ばたきが小さくなり、思い切って大き

く羽ばたくことができない。 
 
変わることのないロータリーの原点と言ったらみなさ

んは何をあげられるでしょうか？ 
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そして、私たちが大事にしている価値観があります。 

 

今ご一緒に確認したものはロータリーがなくしてはな
らない大切なものです。 

しかし、これだけでは頭で理解しても、はたして心で
捉えられているでしょうか？ 

私たちは、ロータリークラブの会員として、私たち一
人一人がロータリー人生の中で掴んだ、これがロータリ
ーだ、これこそがロータリーだ、というものが必ずあると
思います。それを大事にし、またロータリーの外に向け
てもそれを発信していくことが重要なのではないかと思
うのです。私はＲＩから指名を受けて、ロータリー公共イ
メージコーディネーターという役目を３年間務めさせて
いただきましたが、最初の研修で、この質問に答えなけ
ればなりませんでした。 

ロータリーは他の団体とどうちがうのか？世の中に、
あまたある奉仕団体とどこがちがうのか？ 

みなさんはどうお答えになるでしょうか？ 
 

私はロータリーに入会したころ、２５年前になります
が、ロータリーの奉仕活動というのを見ていて、不思議
に思ったことがあります。 

それはタイの山奥の病院に医療機器を寄贈するとい
うプロジェクトだったのですが、医療機器の贈呈式にロ
ータリアンが何名もタイに行ってきたという写真を見せ
ていただいた時です。 

入会間もない私には、こんなに何人もの人たちが、タ
イまでいく航空券、ホテルの宿泊費などを考えたら、そ
の分でもう１台の医療機器が買えてしまうのではない
かと思いました。なぜみんなでわざわざタイまで出かけ
ていく必要があるのか、すいぶん効率が悪い奉仕活動
ではないだろうか、と不思議に思ったわけです。 

しかし、行った人たちの話を聞くと、タイに行くことで
現地の方たちとの交流があり、喜んでいらっしゃる方た
ちのお顔をみて今後も支援を続けようという気持ちが
高まった。また、現地に足を運んでみて、もっと別のニ
ーズがあることにも気づき、現地のロータリアンとも親し
くなって、今後はそのニーズに応えるべく一緒に奉仕活

動をすることになった、というようなことがだんだんにわ
かってきました。 

私は、これがロータリーなのだ、医療機器を現地に
送って、それだけで終わる活動ではない、繋がりがあり、
広がりができ、人が奉仕をつなぎ、奉仕が人をつなぐ、
ロータリーの素晴らしさとはこういうことなのだ、とやっと
わかったのです。 

 
もう一つお話しましょう。 
今からお話するのは私がガバナーの時、ガバナー月

信に書いた職業奉仕の話です。 
私の家から歩いてすぐのところに、とても美味しい小

さなパン屋さんがあります。評判を聞いて遠くから買い
にくる人も増えてきたようです。私は毎朝その店のパン
を食べるのを楽しみにしているのですが、夕方行くと売
り切れで買えないことが多いので午前中に電話で予約
してから買いに行くようにしています。 

ある時、閉店の７時迄には帰宅できると思って朝の
中に予約したのですが、どうしても仕事が長引き、夕方
パンを取りに行くことができませんでした。 

（困ったなあ！）と、次の朝、一番でパン屋さんに駆
けつけると、予約の取り置き棚に私の名前の貼られた
パンが一袋残っていました。 

「すみません、昨日来られなくて。」と言うと、「だいじ
ょうぶですよ。」とお店の人は笑顔で答えてくれました。
そして、棚にあったパンを袋に入れるかと思っていたら、
さっとそのパンを他の場所に移し、私の袋には今朝焼
き立てのパンが置いてあるところから一袋取って、それ
を入れてくれたのです。 

何の説明もなく一瞬のことだったので、私がたまたま
お店の人の手元を見ていなければ、気付かなかったか
もしれません。私はとても嬉しく幸せな気分になりまし
た。お礼を言ってパンを受け取り、帰り道に考えました。
残った昨日のパンはどうするのだろうか？従業員の人
が食べるのか、それとも捨ててしまうのだろうか？私は
なんだかとても申し訳ないことをしたように思いました。 

予約した日に取りに行かなかったのは私の責任なの
だから、少し味は落ちても前の日のパンを渡して当然
なのにパン屋さんは新しい焼き立てのパンを渡してくれ
ました。どうしてなのでしょうか？ 

このパン屋さんはお客さんに最高に美味しい状態の
パンを食べてもらいたいという気持ちを持って仕事をし
ているからなのだと思いました。又、自分で納得できる
品物でなければ売るわけにはいかないという自分の仕
事へのプライドもあるのでしょう。 

その時、私の頭に浮かんだのはロータリーの「職業
奉仕」という言葉でした。このパン屋さんは職業奉仕を
実践しているのだとわかったのです。世の中では、賞
味期限切れの品物を誤魔化して販売したり、表示と違
う類似品を売っていたりという類のニュースは後を絶ち
ません。お客さんにわからなければ古いものを平気で
販売する店もあるし、お客さんにわかなくても黙って新
しいものを販売しようという店もあるのです。 

職業奉仕を実践しているこのお店のパンを、私はこ
れからも買い続けたいと思いました。そして、これから
は予約したパンは必ずその日に買いに行かなければ
いけないと反省しました。 

私はこのことから、日頃ロータリーで聞いていたけれ
どどうもつかめ切れていなかった「あらゆる事業の基礎
として奉仕の理念を実践する」という言葉の意味がやっ
と分かったような気がしたのです。そして、そういう人の
集まりであるロータリーに身を置き、自分もその高みを
目指していけることの有難さを感じたことでした。 
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今は、私の経験をお話いたしました。 
みなさんもきっと、これがロータリーだというストーリ

ーをそれぞれにお持ちだと思います。私たちが大切に
していかなければならないのは、変化を起こす時になく
してはいけない原点となるのは、そのストーリーだと思
っています。 

 
さて、それでは、いよいよ、私たちはこれからどのよう

な変化をおこして、ロータリーを発展させていったらい
いのでしょうか？ 

 
安直な、小手先の変化はその時の自己満足に終わ

るだけで、意味のないものに終わってしまいます。 
変化を起こす時には、掲げた目標に向かって変化を

起こすことが重要です。 
 
ＲＩは世界中のロータリアンが同じところを見つけて進

める目標を示しました。 
これがビジョン声明です。 

 

ゴードン会長は暗記していつでもいえるようにとおっ
しゃっています。 

 
このビジョン声明の達成に向けて活動していくことで、

ロータリーの究極の目的である世界平和の実現につな
がります。 
 

私たちは、奉仕の 7 つの重点分野を進めることと、豊
かな心を育むことで世界平和に向けて活動していきま
す。 

 

安全な水と飲み物があること、病気になったら治療
が受けられる、読み書きが習える。人として生きていく
基本的なものをみんなが持てるようにすること。これは
平和の推進に欠くことのできない重要なものです。 

だから私たちは 7 つの重点分野の奉仕活動を行って
います。世界中の人が皆笑顔になるためには、これら
の重点分野のことが満たされるのはまず必要なわけで

す。 
しかし、それだけでは十分かというと、そうではありま

せん。これにプラスして、豊かな人間の心を育むことが
あってはじめて世界平和の実現につながるのだと思い
ます。 

 
自分が一番になりたい、自分が、自分が、ということ

では、いくら衣食は足りても世界の争いは絶えません。
命を尊いとおもう気持ち、人の痛みがわかる心、人の
幸せを願える優しい感情、困難に立ち向かう勇気、そう
いう心を育てること、体に水や栄養が必要なように、人
の心を潤わす水や栄養も同じように必要なのです。 

世界中の人が皆笑顔になる、世界平和は、この両方
があってはじめて実現できるものだと思います。 

ゴードン・マッキナリー会長はメンタルヘルスを会長
強調事項にあげていらっしゃるように音楽、絵画、スポ
ーツという文化的なものを通じて人々の心を豊かにす
る支援も大事です。そして、私たちロータリアンは、たっ
た一言の思いやりのある言葉や、微笑みを投げかける
ことだけでも、想像以上の大きな力を持って相手の心を
潤すことをいつも覚えていたいと思います。 

さて、それでは、このビジョン声明を達成するにはわ
たしたちはどうしていたったらいいのでしょうか。そこで
考えられたのが、行動計画です。行動計画は４つの戦
略的優先事項からなっています。 

 

ビジョン声明を実現するために行動計画があるので
すが、その行動計画を支えるのはロータリークラブで
す。 

ロータリークラブが世界平和に向けて、行動計画を
軸にビジョン声明を達成していけるような変化を生み出
していくことが、これからのロータリーの進むべき道と言
えます。 

 
では、わたしたちはどうやってロータリーを変化させ

ていったらいいのか？ 
漠然と変化、変化と言っていても言うだけに終わり、

何も変わっていかないと思いますので、いくつかの実行
項目を基軸にクラブの変化を組み立てることが有効で
あると思っております。これからいくつかの基軸となる
点をあげて、どのような変化が必要なのか、またその
変化を起こす上でわたしたちの課題となる点は何かを
考えてみたいと思います。 
 

ロータリーにおいて、継続性をもった活動ができるよ
うにするということ。 

これは長年単年度制でやってきたロータリーにとって
は大きな変化です。 

クラブも地区も年次計画だけでなく、３年に亘る計画
をたてましょう、これが戦略計画です。そうすることによ
って、なかなかクラブに単年度では達成が難しい大き
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な変化を生み出すことが可能になります。 
また、複数年をかけることでインパクトの大きい奉仕

活動ができるようになります。この複数年度の計画をも
ってクラブ、地区が活動するというやり方は、次年度以
降ＲＩがまずます力を入れるところとなっています。 

 

しかし、単年度制がしみついているロータリーにとっ
て、これは口でいう程たやすいことではありません。ど
う前後の年度と連携がとれるようにするか、これが私た
ちの課題となります。前後の年度で信頼できる人間関
係を作って十分に話し合い、協力し合って初めて実現
できるものです。また、ロータリーは単年度制でこれま
で１１９年間もの長きにわたって続いてきたということは、
単年度制によいところもあるので、継続性をもたせてロ
ータリーを大きく発展させる、それと同時に単年度制の
よさ、それぞれの年度の個性を上手に引き出せるよう
にしていくこと、これが私たちの課題となります。 

 

２つ目の変化は、ロータリークラブを多世代の組織、
多世代が活躍し、交流していける仲間となれる組織に
することです。 

ホルガ―クナークパストＲＩ会長は、「私は、ロータリ
ークラブのこのような世代の多様性が好きです。多世
代のクラブ、これこそが理想です。」と述べていらっしゃ
います。私もロータリーの醍醐味は、違う世代の会員が
同じ立場で仲間として活動できることにあると思ってい
ます。 

違う世代の会員がいる、というだけでは本当の意味
の多世代クラブは実現できていません。ほんとうにひと
つの仲間になれているかがキーとなります。 

若い世代の会員とシニア世代の会員とでは、オンラ
インの例会一つとっても、意見が違うかもしれません。
奉仕活動の選択も意見が割れるかもしれません。例会
の時間帯や例会場の希望も違うかもしれません。 

それなら、若い人は若い人だけのクラブを作りましょ
う！という考えがあります。新しい酒は新しい革袋に入
れた方がいい。それは一つのいい解決策であり、ロー
タリー発展につながる大切な方向性だと考えます。しか

し、同時に、既存のクラブをどうするか。新しい革袋を
作るだけでなく、世界に３７，０００もある古い革袋をどう
活性化されたクラブにしていくかを考えることこそ、これ
からのロータリークラブ発展の最重要課題の一つであ
ると思います。 

それぞれの好みや考えはちがっても、そこをよく話し
合い、知恵を出し合い、歩みより、一緒にやれる道を探
していく、若い世代とシニア世代が手を取り合ってやっ
ていける関係を築いていくことが重要で、これができた
クラブがこれからの発展を約束されたクラブではないか
と私は思っています。 

先日、若いロータリアン、２０代、３０代の方たちとディ
スカッションする機会がありました。私が思うほど、違わ
ないのかもしれないという印象をうけました。若い人は
古いものより新しいものが好き、若い人は忙しくて時間
がない、と思い込んでいたところがありましたが、こんな
意見が目立ちました。 

 
◎長年の伝統を重んじながらも、今の時代に息をして

いるクラブの会員でいたい 
◎時間を有効に使えているクラブがいい。時間が有効

に使えているとわかればその時間を作りだして参加
する 

◎頭と体を使える行動人の集まりであるクラブに参加し
たい。頭で考えているだけのクラブではつまらない。 

 
その通りだと思います。 
先入観でバックグラウンドの違う人たちをみないとい

うのも大切になります。 
 

さて、最近、「LIFE SHIFT」１００年時代の人生戦略 
（リンダ・グラットン/アンドリュー・スコット）というイギリス
の学者の書いた本を読みました。 

人生は１００年で考える時代が来た、人の寿命、健
康寿命はそれだけ延びてきているというのです。 

そして、ここでは人生を３ステージに分けて考えてい
ます。教育を受ける最初のステージ、仕事をする２つ目
のステージ、退職後の３つ目のステージです。上がひと
昔前、下がこれからの時代、退職後がずっと長くなって
いるのがわかります。 

そうなると、これまで通りと違い、長くなった部分の使
い方が重要になります。仕事の後にもう一度教育、つ
まりまた勉強する人もあれば、新しい仕事をスタートす
る人も出てくる、この退職後の使い方が様々に考えら
れるというわけです。 

その使い方の中に推奨されていたのが社会貢献の
活動と書かれており、まさにロータリーは１００年時代に
ふさわしい場を提供できる組織なのだと思いました。 

長くロータリーを楽しむためにも、違う世代との上手
な付き合い方が大事になります。若い世代が育ったら
引退という考え方はやめていただき、長い経験がある
からこそできることでクラブの役に立っていただきたい
と思います。若い世代の方も奉りすぎて距離を置いてし
まったりせずに、積極的に近づいていただきたいと思い
ます。 

シニア世代には若い人への１００年時代のロールモ
デルとなっていただき、若い人からは新しい情報をもら
う、という関係が出来たら楽しいのではないでしょうか。 

時にはお互いに、歩みよる、理解し合う、我慢するこ
とも必要かもしれません。 

多世代の会員基盤で、自分と違う世代の会員と交流
が持てる場は他にそうはないと思います。企業も６０代
までの人であって、７０代、８０代の人が一緒に活動す
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るというケースは極めて少ないだろうと思います。多世
代の仲間作り、これこそロータリーならではの魅力であ
ると私は信じています。 

 

ロータリークラブにとって、会員がロータリーをよく知
るということが、ロータリーにしっかりと根を張り、息の
長い会員になるのに大切なことであるのはいうまでもあ
りません。それが会員維持につながりクラブの会員基
盤の強化となります。この重要な研修の在り方も今、変
化が促されています。今年度から RI が研修に関する名
称の変更を発表していることはご存じでしょうか？ 

研修（training）から ラーニングとなりました。 
知識、情報を与えられる受け身の研修から積極的な

学びへ、コミュニケーションの中に自ら情報収集、スキ
ルの獲得することを目指しましょう、となりました。 

 

ＲＩが推奨している学習のスタイルはこうなります。 
まず、ロータリー会員がしっかりと自習をする。その

機会として、マイロータリーのラーニングセンターを充実
させています。ラーニングセンターでの自習で、意見交
換会に出席して困らないだけの情報・知識を身に着け
た上で、セミナーに臨みましょう。そして、セミナーで講
師の話を聞くと学びも大きくなり、今度はそのテーマで、
他の参加者と意見交換をしましょう。 

そこで、気付きやインスピレーションを得ていきましょ
う、という流れです。真ん中の講義を聞く、というのが研
修の中心で終わりがちだったこれまでのスタイルに前
後を加えると考えてもいいでしょう。 

例えば、会長になる方は PETS に出る前に、ラーニン
グセンターで「クラブ会長の基本」「クラブ会長（中級
編）」 「多様性のあるクラブを築く」 「元気なクラブ作り
のために」というコースを修了しておきましょう、となり、
クラブで新会員のセミナーやオリエンテーションを行う
時にも、先輩のロータリアンからの話を聞いてもらうと
いうだけでなく、話を聞いて、新会員の間で話し合いを
する、ということが効果的な学習につながるということに
なります。 

ここで課題となるのは何でしょうか？みなさま恐らく

お気づきのように、マイロータリーに登録さえしていな
いという日本のロータリーの現状です。まずマイロータ
リーを使えるようにする、ということが課題となります。
これは行動計画の適応力を高める、という４つの優先
事項につながる部分です。 

もう一つの課題はファシリテーターを育てることです。 
Facilitator（ファシリテーター）には支援者という意味

があり、上から目線で指導するということではなく、学習
しやすい環境を整える、学習しやすいように手助けする
という役割になります。 

話し合いを有効なものにするにはファシリテーション
できる人材を増やすということが、クラブ内でも、地区内
でも大事になります。この学習者中心というやり方は、
最近は大学でも企業研修でも多くみられますが、ロータ
リーは新会員といえども、立派な社会経験やスキルを
持った人たちのわけですから、ロータリーに適している
方法だと思います。 

 

ＲＩのお役目をいただき、外の国の方たちと接してい
て感じることは、世界のロータリーと比べた時、日本は
奉仕活動、財団への寄付、など勝っている点がたくさん
あるのですが、日本が相当に、世界からかけ離れて遅
れている、これは早くなんとかしなければと思う点が２
つあります。 

１つは女性会員の比率があまりにも低いということ。
この点に関して今日は特に触れませんが、もう一つは
インターネットの活用ができていないということなので
す。 

インターネットの活用に取り組んでいきませんと、世
界のロータリーからも、時代からも取り残されていって
しまうので、積極的に変化を起こさなければならないと
ころだと思います。 

課題となるのは、得意な人好きな人はいいけれど、
年配の方、敬遠している方もいらっしゃるのでそこをど
うするか？という点があります。 

得意な方が率先して、クラブのみんなができることを
増やしていく、というのは一つの道ではないかと思いま
す。 

先日、当地区の PETS があり、一人の会長エレクトが
こんな話をしていました。 

このクラブでは戦略計画として、３年後には海外のロ
ータリークラブと組んで奉仕活動ができるようになる、と
いう目的は掲げていて、１年目にはクラブの例会にオン
ラインで参加が可能にする、オンラインはあまりという
会員にも、オンラインで入ってくる参加の方を違和感な
く迎えいれるように慣れてもらう。 

２年目にはクラブの例会を対面でなく全員がオンライ
ンで参加して開催できるようにして、海外からの卓話者
を迎えられるようにする。つまりみんなが自分のＰＣか
らオンラインの例会に出席できるようにする。 

そして、３年目には、海外のクラブとオンラインで繋
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がって例会やミーティングを開催できるようにする、とい
うものでした。みんなができることをひとつずつ増やして
いくという方法の実践例です。 

もうひとつの課題は、インターネットの活用というもの
をみんなが選択肢として考えられるようにする、というこ
とがあげられると思います。どうも見ていますと、対面
か？オンラインか？ という二つに一つのような捉え方、
どちらがいいかを検討して、ロータリーは対面でなけれ
ば、という結論を出す、あるいはコロナが終わったのだ
から対面に戻るのが当然だ、とか、逆にオンラインの時
代だからとなんでもかんでもオンラインでやろうとする
方、という傾向がみられるように思うのですが、目的と
手段を考えて、上手に選択しながら使いこなしていくと
いう知恵をロータリーは持ちたいと思います。 

 

さて、５つ目、最後にあげるのは、インクルーシブなク
ラブへの変化です。 

つまり、ＤＥＩが実現されているクラブを作っていくこと
になるのですが、ここで必要なのは意識の改革です。も
しかすると今迄に上げてきた５つの中でこれが一番難
しい変化かもしれません。人の心の中、意識を変える、
というのは理屈ではなかなか割り切れないものがあり
ます。 

 
〇ロータリーは男性のクラブ、長い間そう思って歩んで

きたロータリー人生。 
〇会長、委員長は年配の会員でなければ恰好にならな

い 
〇新会員は何もわからない、ロータリーのいろはがわ

からない若い新会員を社会経験やスキルを持った立
派な会員だという目でみるのはなかなか難しい。 

 
このような意識を変えていくのにはＤＥＩを理解し、実

践していくという課題があると思います。ＤＥＩは意識改
革につながり、クラブの成長をもたらします。 

ＤＥＩって？という方もいらっしゃるかと思いますので
確認しておきましょう。 

 

DIVERSITY 多様性ある会員基盤 
（多様性） 

ロータリーは、あらゆる背景をもつ人や幅広い文化、
経験、アイデンティティの人を歓迎します 
 
EQUITY   誰もが公平に大切にされる 
（公平さ） 

ロータリーは、クラブ会員の公平な扱いと機会の均
等を保つよう努めています。  
 
INCLUSION 誰もが受け入れられている 
（インクルージョン）  

ロータリーは、あらゆる人が歓迎されていると感じ、
尊重され、会員として大切にされるクラブの環境づくり
に力を注いでいます。 
 

インクルーシブなクラブとは 
WELCOMING 温かく迎え入れる 
INCLUSIVE インクルーシブ 

だれもが受け入れられていると感じる
クラブ 

BELONGINＧ  帰属意識 
満足できて、居心地がいい、自分らし
く参加できる 
 

インクルーシブなクラブが実現できると、参加者の基
盤がひろがり、参加者の積極的な関わりが生まれ、大
きなインパクトとなる奉仕活動が出来るクラブとなりま
す。 

最初にお話した行動計画を実践して、ビジョン声明
の達成に向かうことができるのですから、まさに最重要
課題と言えます。 
 

インクルーシブなクラブの実現には、まず会員全員
が自分にできることでクラブに参加することがなにより
大切です。一人一人の力がクラブを変え、クラブの力が
地域を変え、ロータリーの力が世界を変えていきます。 
 

よくロータリークラブはオーケストラのようだと言われ
ますが、私はこのたとえが大好きです。ロータリアンは
生涯現役ですから、ロータリーに傍観者はいないので
す。 

新会員の方はそれでも持てる楽器を、経験の長い会
員の方はそれだからこそ持てる楽器を持ってください。
全員が自分の得意な楽器を持って、オーケストラの一
員となり、会長の振るタクトに合わせて素晴らしいハー
モニー、変化の風をおこしましょう。 
 

本日お話したことから、みなさまのクラブにとって、今
後考えていく課題のヒントがあり、クラブに持ち帰り、み
なさまで話し合いをしていただく材料となりましたなら、
幸いでございます。2760 地区、東尾張分区のロータリ
ークラブの益々のご発展を祈念いたしまして、私の話を
終わらせていただきます。 

 
ご清聴ありがとうございました。 
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ウェルカムスパークリングサービス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
アトラクション 

HAPPY DOWN’ｓ ＳＨＯＷ ダンス発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
懇親会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
閉会            「手に手つないで」 
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会報掲示板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              ＲＯＴＡＲＹ ２７６０ 
              アプリダウンロードはこちら 
 
 
 
 
写真等ございましたら会報までお知らせください。 

（担当 尾関 育良） 

 
  

 

 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 


